
 

 

第 64 回⽇本神経学会学術⼤会 終了の御礼 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
此の度は、千葉で開催しました第 64 回⽇本神経学会学術⼤会にご参加いただき、誠に有難うございました。
お蔭さまで現地参加は約 6,000 名、WEB 視聴者を含めると約 8,700 名と、多くの皆様にご参加いただき、 
無事終了致しました。これもひとえに皆様のご協⼒とご⽀援の賜物と、⼼より御礼申し上げます。 
関係各位のご尽⼒により何とか対⾯を推奨とした、⼀部ハイブリッド⽅式で計画通りに開催できました。 
本学術⼤会運営にあたっては、学会事務局と運営事務局の双⽅の御協⼒のもとで、作業を進められました。 
またプログラム編成にあたっては、学術委員や教育プログラム⼩委員および関連の皆様に、多⼤な御⽀援を 
頂きました。ここに改めて感謝申し上げます。 
今⼤会のテーマは「煌めく脳神経内科学の明⽇を⽬指して」といたしました。煌めきの意味するものは膨⼤な
患者数と⾼い社会的需要に対応する臨床活動と、近年進歩の著しい⾰新的治療開発を意図しました。脳神経 
内科医の役割は、“早期診断して根治する時代へ”とシフトしていると⾔えます。このような意図が本⼤会を 
通じて参加者の皆様に伝わったとすれば望外の喜びです。 
ここに第 64 回学術⼤会の全⽇程が無事終了しましたことを報告させていただきます。⼤会を⼤いに盛り上げ
ていただきました皆様に重ねて⼼より御礼申し上げます。この⼤会が神経疾患の研究と医療の⼀層の発展に
繋がることを祈念し、御礼の挨拶とさせていただきます。 
皆様の益々のご活躍とご健勝を⼼よりお祈り申し上げます。 
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